
レビー小体型認知症研究会会則 
 

１．総則 

本会は「レビー小体型認知症研究会」と称する。 

 

２．目的 

本会は認知症の中でもアルツハイマー型認知症に次いで患者数が多いとされるレビ

ー小体型認知症(DLB)および認知症を伴うパーキンソン病(PDD)（以下、「レビー小体型

認知症」と総称）についての臨床的・基礎的研究を進め、レビー小体型認知症で悩まれ

ている多くの患者さまとそのご家族に一日も早くより優れた医療を提供するための礎

を築くことを主たる目的とする。 

 

３．活動 

本会は次の活動を行う。 

１） レビー小体型認知症に関する臨床・病理・基礎研究を支える学術活動 

２） レビー小体型認知症に関する各種啓発活動 

３） その他、本会の目的を達成するために必要な活動 

 

４．代表世話人・副代表世話人・世話人・監事 

１） 本会には以下の代表世話人・副代表世話人・世話人・監事を置く。 

   代表世話人    １名 

   副代表世話人   1～2名 

   世話人      若干名（10～20名） 

   監事       2名 

２） 代表世話人は、本会を代表し、その活動を総括する。副代表世話人は、代表世

話人を補佐し、一時的に代表世話人に事故があるとき又は代表世話人が欠けた

ときは、その職務を代行する。 

３） 代表世話人・副代表世話人・世話人および監事の任期は 3年とする。ただし、

再任を妨げない。 

４） 代表世話人・副代表世話人に欠員が生じた場合および代表世話人・副代表世話

人の任期満了時には、互選により、世話人会において新たな代表世話人・副代

表世話人を選出する。 

５） 世話人に欠員が生じた場合および世話人の任期満了時には、世話人会において

新たな世話人を選出する。 

 

 



５．世話人会 

１） 代表世話人・副代表世話人・世話人および監事により構成される世話人会を本

会の議決機関とし、定期的（年度ごとに1回以上）に開催する。 

２） 世話人会は、研究会にかかる全体的な活動および収支の計画を定める。 

３） 世話人会の議事は、代表世話人・副代表世話人および世話人の総数の過半数を

持って決し、可否同数の時は、代表世話人の決するところによる。 

 

６．会員 

１） 会員の種別は一般会員および賛助会員とする。 

２） 一般会員は、本会の趣旨に賛同し、研究会に参加し、別途に定める会費を支払

った者によって構成される。研究会に参加し、会費を支払った者は会員として

登録される。 

３） 賛助会員は、本会の趣旨に賛同し、別途に定める会費を支払った団体によって

構成される。 

４） 上記会員が研究会に参加する場合には参加費は無料とする。ただし、賛助会員

については２名までは無料とする。 

５） 会員は、退会届を代表世話人に提出することにより、任意に退会することがで

きる。この他、特別な理由なしに 3年連続して研究会に参加しない場合には会

員の資格を失う。また、会員は死亡し、若しくは失踪宣告を受けた場合におい

てもその資格を喪失する。 

６） いったん納入した会費は退会等の事由によってもこれを返還しない。 

 

７．研究会 

１） 代表世話人・副代表世話人・世話人・監事および会員により構成される研究会

を本会の活動に対する発表・議論の場として、年度ごとに1回開催する。 

２） 研究会の日時・場所および発表テーマ等については、世話人に図り、代表世話

人および副代表世話人が協議・決定し会員に通知する。 

 

８．会計 

１） 本会の会計年度は、毎年4月１日から翌3月31日までとする。 

２） 収支報告は、世話人会にて年度ごとに行う。 

 

９．事務局 

１） 本会の事務ならびに会計を行うために事務局を設置することができる。 

２） 事務局は、代表世話人が任免する。 

   



10．会則の変更 

  本会則の変更は世話人会における議決を必要とする。 

 

11．付則 

１）本会則は、3年毎にその内容について見直す。 

２） 本会則は、平成19年11月10日より施行する。 

３） 本会の設立当初の代表世話人・副代表世話人・世話人および監事はそれぞれ以

下とする。 

代表世話人： 小阪 憲司（ほうゆう病院院長、横浜市大名誉教授） 

副代表世話人： 水野 美邦（順大越谷病院院長、順大名誉教授） 

 岩坪  威（東大医学研究科・薬学系研究科教授） 

世 話 人： 朝田  隆（筑波大精神科教授）  

天野 直二（信州大精神科教授） 

    荒井 啓行（東北大漢方医学教授）  

池田  学（熊本大精神科教授） 

井関 栄三（順大東京江東東高齢者医療センター助教授） 

織茂 智史（東京中央病院神経内科部長） 

木之下徹（こだまクリニック院長） 

葛原茂樹（国立精神・神経センター院長） 

篠遠  仁（旭神経内科リハビリテーション病院福院長 ）    

東海林幹夫（弘前大神経内科教授） 

 田北昌史 （今津日赤病院精神科部長） 

前田  潔（神戸大精神科教授） 

村山 繁雄（東京都老人研高齢者ブレインバンク部長） 

  森  悦朗（東北大教授）    

森  秀夫（順大越谷病院神経内科助教授）  

森 敏（松下記念病院神経内科部長）       

山口  晴保（群馬大医学部保健学科教授）   

山田 正仁（金沢大神経内科教授）   

山田 達夫（福岡大神経内科教授） 

  山本 光利（高松中央病院神経内科部長） 

   監 事：  水上 勝義（筑波大精神科助教授） 

 都甲  崇 （横浜市大精神科準教授） 

４） 本会の設立当初の会費は以下とする。 

一般会員： 年 5,000円 

賛助会員： 年50,000円 



５） 本会の設立当初の事務局は、以下とする。 

〒189-0012 東京都東村山市1丁目32番地22 桜レジデンスB-1 

特定非営利活動法人 地域認知症サポートブリッジ 

６） 会費振込口座 

横浜銀行 新横浜支店 普通 １５９４５８９ 

レビー小体型認知症研究会 代表 小阪憲司 

 


